
  

   

 

 

 

 

 

 

 

５月２６日 市民大学トラム「第２回渥美半島のひみつ センスオブワンダー」開催 

今回は葦毛湿原、天伯湿地、黒河湿地(田原)には湧水が常にありシラタマホシクサやシ

デコブシなどが自生している。昔はどこにでもあったこれらの植物が今は貴重な絶滅危

惧種に。厳しい環境の中で生きてゆくのに有利な変異を起こした個体ほど生き残る確率

が高くなるとのことです。今と昔の地形や地質を比較分析し調査した内容を学びました。 

 北海道大学名誉教授 

平川一臣が明かす 
 

 

講座の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


